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上田市 プレスリリース 

令和 7 年 5 月 23 日 

報道機関 各位 

繭ホール朗読会 
江戸の町に咲く恋と笑い 

～「花月文庫」の春水と三馬を聴く夕べ～ 
 

毎月 1 回、土曜日の閉館後に行っている NPO 法人上田図書館倶楽部との共催事業で
す。6 月は下記のとおり実施します。 

大勢の方にご参加いただきたいため、周知等よろしくお願いします。 

詳細は添付のチラシをご覧ください。 

●日 時 6 月 21 日（土）18:45～20:00 （開場 18:15） 

●場 所 上田情報ライブラリー「ことばの繭ホール」（上田駅前ビル・パレオ 4 階） 

●朗 読 青木
あ お き

 裕子
ゆ う こ

氏  

●内 容 別紙、チラシのとおり 

●定 員  先着 60 名 

●参加費  1,200 円（前売り 1,000 円）高校生以下無料（要予約） 

●申込み 電話（TEL:0268-29-0210）、または直接上田情報ライブラリーへ。 

●主 催 NPO 法人上田図書館倶楽部 

 

本件に関する問合せ先 

上田市教育委員会 上田情報ライブラリー 

 館⾧ 中村 （担当者 和田） 

 TEL 0268-29-0210  

休館日:火曜日、6/4 
上田市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

上田市は「SDGs 未来都市」です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：NPO 法人上田図書館倶楽部 ・ 共催：上田情報ライブラリー 

 

申 込：5 月 23 日（金）～上田情報ライブラリーにて受付 電話 29-0210（休館日 火曜日、6/4） 

入 場 料：1200 円 予約 1000 円 倶楽部会員 800 円 高校生以下無料（要予約）    

定  員：60 名   

お問合せ：上田図書館倶楽部事務局 電話 25-3115 

 

 
市営上田駅お城口第二駐車場が最寄りの駐車場です。ご利用の方は混雑する場合もありますので 

お早めにお出かけください。黄色い駐車券をお持ちください。 

2025.6/21

「 （土）         

受 付 18:15  開演 18:45 

場 所 上田駅前ビルパレオ 4F 

上田情報ライブラリー  ことばの繭ホール 

青木裕子（あおきゆうこ）プロフィール 
一般社団法人軽井沢朗読館館長、朗読家、元 NHK アナウンサー  

1973 年、津田塾大学国際関係学科卒業後 NHK に入局。37 年間、一貫して現場でアナ

ウンサーを勤める。2010 年 6 月定年退職。NHK 総合テレビ「スタジオ 102」、「NHK

ニュースワイド」「おはようジャーナル」「くらしのジャーナル」などでキャスターや

リポーターをつとめ、テレビラジオで活躍。ラジオ第一放送「ラジオ文芸館」や「ラ

ジオ深夜便」で朗読番組の制作・朗読をライフワークとし、その延長で退職後、軽井

沢に私費で建てた「軽井沢朗読館」の館長を勤め、朗読や音声表現の楽しさを広め伝

える活動を全国でおこなっている。 

2013 年 1 月より軽井沢町立図書館館長、日本文藝家協会会員 

朗読番組「軽井沢 朗読散歩」(ＦＭ軽井沢)放送中！各週(土)夜 9:00～9:30 再放送は

翌週(土)夜 9:00～9:30  詳細は番組紹介のページにて！ 

  http://fm-karuizawa.co.jp/introduction.html 

 

 

「花月文庫」は 上田市の銀行家として活躍した飯島保作（号：花月 文久 3 年～昭和 6 年）が残した江戸文

学、近世庶民文化及び郷土資料の集積です。現在、上田市立上田図書館に所蔵されています。2025 年 3 月、花

月文庫の小説など一部資料がデジタル化され、信州地域史料アーカイブから原本と共に視聴できます。 

 

吉原の恋模様に心を揺らし、浮世風呂の笑いにくすり。 

江戸庶民が愛した物語を、朗読で味わうひととき。 

 

 

●為永春水 作『春色梅児誉美』（しゅんしょくうめごよみ） 

『近代日本文学大系第 20 巻』（国民図書、1927 年刊）所収 

遊郭を舞台にした、情と艶が交差する恋の物語。江戸庶民が夢見た色恋の世界が、語りでよみがえります。 

●式亭三馬 著『諢話浮世風呂』（おどけばなしうきよぶろ） 

『近代日本文学大系第 17 巻』（国民図書、1927 年刊）所収 

銭湯を舞台に、庶民の悲喜こもごもを描いた滑稽話。思わず笑ってしまう江戸ことばの妙をご堪能ください。 

 

朗読 青木裕子   


